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暗黒で極寒の世界――深さが200ｍを超える深海では、生命
のかけらさえ見つけることが厳しいと思われていました。しか
し真実は異なり、わたしたちの住む地球の最大の生命圏とし
て多様な生物が息づいていました。この深海の驚くべき世界は、
いまだ未開の地です。
 
わたしたちが深海のなぞを知ることができるのは、最先端の
海洋研究を行うJAMSTEC（独立行政法人海洋研究開機構）の
活発な研究開発と、それを実現するための高性能な有人潜水
調査船「しんかい6500」の活躍があるからです。 

JAMSTECは、高度な科学研究を行うことにより、人類の利益の
ために深海のなぞを解明することを目的として、1971年に設立
されました。しんかい6500はJAMASTECにとって重要な調査船
のひとつです。いまだ踏み入れたことのない深海まで人を乗せ
て行くため、最先端の技術でつくられた潜水調査船なのです。 

しんかい6500について、くわしくは次のURLを見てください: 

www.jamstec.go.jp 

未知なる世界への旅 
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しんかい 6500 
「しんかい6500」はその名の通り深度6500mの海底に潜ること
が可能で、現存する有人潜水調査船としては世界一の潜航深
度を誇り、地球上の海底の約98%を調査することができます。

1990年に完成した「しんかい6500」はパイロット2名と研究者1
名の合計3名が乗り組み、約8時間の潜航調査を行います。こ
れまでに1000回以上の潜航調査を無事故で行ってきました。
毎分約40mのスピードで下降・上昇しますので、6500mの海底
までは約2時間半かかります。動力源としてリチウムイオン電池
が搭載されていて、海底では合計4基のスラスターを使って自
由自在に航行することができます。耐圧殻は軽くて丈夫なチタ
ン合金製、厚さは73.5㎜あります。水深6500mの海底では水圧
が地上の約680倍、ほんのわずかなゆがみも許されませんので、
耐圧殻は可能な限り真球に近づけられています。3つの覗き窓
は透明度の高いメタクリル樹脂で作られていて、厚さは14cmも
あります。
 
「しんかい6500」は調査の目的によっていろいろな観測を行う
ことができます。また、2本のマニピュレータとサンプルバスケッ
トを使って海底からサンプルを持ち帰ることもできます。

主要目
完成年: 1989
重量: 26.7 トン 
全長: 9.5 メートル（31 フィート） 
幅: 2.7 メートル（8.9 フィート） 
高さ: 3.2 メートル（10 フィート） 
最高速度: 2.5 ノット 
潜航最大深度: 6,500 メートル（21,300 フィート） 
通常潜航時間: 8 時間 
ライフサポート時間: 129 時間 
乗員: 3 
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日本の海域には6000ｍより深い溝状の地形（海溝）があり、そこ
では海洋プレートが大陸プレートに沈み込んでいます（サブダク
ション）。その結果、火山や地震、造山運動などの地殻変動が高
い頻度で発生します。
 
「しんかい6500」によって、わたしたちは深海の様子をくわしく
知ることができます。わたしたちが暮らす地球は、ときに激しい
過程を経て現在の環境がつくり出され、今日も変化を続けてい
ますが、「しんかい6500」はその成り立ちの理解を深める手助
けをしてくれます。
 
深海の知識が増すことで、陸上の世界についてもより深く学ぶこ
とができます。海底は過去数千万年から二億年の間に起きた変
化の末に蓄積された堆積物でできています。長い年月をかけて
積み重ねられた異なる地層をくわしく調査することは、地球環
境が今後どのように変化していくかを知る手がかりになります。
 
深海底の精密な調査はまだ1％も進んでいないため、わたしたち
はこの驚くべき世界について、ほとんど知らないことになります。
しかし、JAMSTECのような研究機関の努力や「しんかい6500」
の調査のおかげで、深海の秘密が少しずつ解明されています。

海底 
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浮力材

潜水調査船に使用される浮
力材は海水よりも小さい比
重でなければならず、また高
い水圧にたえられる強度も
必要です。しんかい6500に
は、シンタクティックフォーム
と呼ばれる浮力材が使用さ
れています。これは中空のガ
ラス球を高強度のエポキシ
樹脂に埋め込んだもので、
高い水圧でも十分な強度と
浮力が得られます。 
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投光器

太陽の光が届かない深海
では、しんかい6500に装備
された7灯の投光器が威力
を発揮します。1灯の明る
さは、自動車の強力なヘッ
ドライト約4個分に相当し
ます。しかし、この強力な投
光器をすべて使ったとして
も、条件の良い海域での視
程はわずか10メートル程
度です。
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耐圧殻

深海の高い水圧の中では、
耐圧殻のわずかなゆがみが
崩壊につながります。その
ため、しんかい6500の耐圧
殻は73.5ミリの厚さがあり、
水圧にたえられるよう、でき
るかぎり球状に近く、なめら
かな形状になるようにつく
られました。表面のどこを測
っても最大で0.5ミリの誤差
しかないという正確さです。
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のぞき窓 

「しんかい6500」には正面
と左右の合計3つの覗き窓
があります。高い水圧に耐え
る頑強さと耐圧殻の僅かな
変形に追従できる柔軟性、そ
して高い透明度を兼ね備え
たメタクリル樹脂でできてお
り、厚さ14cmのすり鉢状に
なっています。
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マニピュレータ 

7つの関節を持つマニピュレ
ータ（ロボットアーム）が2台
あり、生物や岩石を採取した
り、調査観測機器を設置した
りするのに使われます。採取
したサンプルはマニピュレ
ータの下にあるサンプルバ
スケットに直接入れます。
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豆知識 

深海魚の多くは、大きな頭部にたいし
て、からだが細長いです。それは、高い
水圧のため、必要のないところは軽く
細くする必要があるからです。また省エ
ネで生きていくため、エネルギー消費
量の少ない細い筋肉で動かし、その隙
間を水分の多い生体分子で埋めるた
め、時としてその水分量は体重の85%
程度にまで及びます。

光の届かない海底火山では、地殻内にし
み込んだ水を温め、温泉のように熱水が噴
出しています。そのまわりには見たことも
ない変わった生物が生息し、独自の生態
系をつくっていました。地球上の生物に
は、太陽の恵みが必要であるという常識
が間違っていました。海底温泉の成分であ
るメタンや硫化水素をエネルギー源とし
て、微生物を利用し生きていたのです。
まさに地球を食べている生物たちです。

深海に生息する魚は、普段みる魚と形が
ずいぶん異なります。光が少なく、温度が
低く、高い水圧の環境に適応するため、
想像もしない部位が極端に発達します。
えさが少ないため代謝も異なり、あまり
食べなくても生きていけるような省エ
ネの特徴を持っています。じっと息をひ
そめ、動かずに食べものを待つ習性
や、細長い尾びれを波打つようにして、
少ない推進力で泳いでいたりします。 71
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深海に不思議な生物がいることは、海洋学の基礎をつくったイ
ギリスの海洋調査船「チャレンジャー号」が約130年前に行った
海洋調査ですでにわかっていました。しかし、その生きている
姿をとらえるには随分な時間がかかりました。

わたしたちがふだん慣れ親しんでいる太陽の光に照らされた海
は、わずか水深200メール程度でしかなく、平均の深さが3,800
メートルも海洋では、ほとんどが深海に相当します。太陽の光に照
らされた海は、光合成を行う植物が成長できますが、深海では植
物は生存できません。そのためエサがとても少なく、食糧確保の
ために様々な形態をとるようになりました。漂って生活する。大き
な口で捕食する。海底に付着して生活する。熱水・湧水からエネ
ルギーをもらうなど。その生命は様々で、多様性に富んでいます。
 
光が少ないので、自ら発光し光を利用する生物や、その弱い光を
より見るために大きな目を発達させたりします。いっぽうでは、
暗さを利用して長い触手を伸ばしたり、目立たない色になった
り、光に依存しない生態をとるようになります。

最もわからなかったのは、やわらかい体をもった生き物です。
通常の採取では、形が崩れてしまい、生物のどこの部分かもわか
らないほどでした。「しんかい6500」に搭載された高性能高感度
カメラにより、海底で生きているこれらの生物をとらえることが出
来るようになりました。ユニークで多様な海底の生態系は、よう
やくわかり始めたところです。さらなる研究が求められています。

海底生物 
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しんかい6500が、LEGO® CUUSOOから初めて商品化されたモデルとして発売さ
れることとなりうれしく思います。これを皮切りに、みなさんのアイデアと声が活
かされたすばらしい商品を、今後もLEGO® CUUSOOから数多く発表されること
を期待しています。これからも、みなさんひとりひとりの情熱によって作品を生み
出してください。しんかい6500は@guyさん（永橋渉さん）のデザインによるモデ
ルです。@guyさんがこのモデルにたどり着くまでのストーリーをぜひご覧くださ
い。LEGO® CUUSOOチームより

LEGO ® CUUSOO ‒ 願いがかなう場所
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数年前、JAMSTEC横須賀本部の一般公開に訪れた時から深海の魅力に引き込
まれてしまいました。まず、ここに世界で最も高性能の潜水調査船があることに
驚きました。でもそれ以上に深海の調査とは、単に海底のみならず、生命の起源
まで研究範囲が広がっているのだということにも大変な驚きを覚えました。

5億年前、海底からつき出す煙突のような形をしたチムニーから噴き出される
200～400度の熱水から生命の連鎖が始まり、今日の地球の形成に至ったのでは
ないかという考えには本当にびっくりしました。そして現在、通常は生命体には
有害であるとされる特異な深海の生態系の中で、生物は単に存在するだけでな
く、繁殖しているのです。
 
わたしの子どもも深海に興味を持ち学びはじめたため、｢しんかい探検セット
（LEGO ® CUUSOOにアイデアが寄せられたときの提案名）」を開発したいと考え
るようになりました。そうすることで、子どもたちの興味や知的好奇心を育むきっ
かけができると思ったのです。JAMSTECをはじめ、多くの方々にわたしのアイデ
アを支持していただきました。いつの日か、このセットで遊んだ子どもたちの中か
ら未来の海洋科学を支える研究者が育ち、未来の子どもたちに学ぶことの楽し
さを伝え続けてほしいと、心から願っています。@guyより 
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LEGO® CUUSOOで、しんかい6500が1,000票を獲得し、商品化が決定すると、
@guyさんのアイデアは実際にLEGO®のモデルに落とし込む作業としてスティー
ン・シグ・アンダーセンの手にゆだねられました。LEGO®で25年以上のキャリア
があるスティーンは、仲間からの信頼の厚い、世界でも指折りの熟練したLEGO®
ビルダーです。

「わたしの仕事は構造の観点からモデルを見ることでした。@guyさんの意図に
忠実であることも重要でしたが、どのパーツにも楽しい要素が加わっていて、い
わゆる『組み立てる喜び』を構築することが大切でした。つまり、組み立てのプ
ロセスがシンプルかつ論理的で、みなさんにとって有意義な体験であることが
大切なのです。しんかい6500では、自分の仕事に本当に楽しく取り組むことがで
きました」
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次に商品化される可能性のあるモデルについては、LEGO® CUUSOO
のウェブサイト（www.cuusoo.com/LEGO/）でご覧いただけます。モ
デルが実際に商品化されるには、みなさんからの支持の高さや、商品
となるのに現実的で実現可能であることなどが重要となります。みな
さんにはぜひ、サイト上で提案されているモデルについて意見を交わ
していただきたいと思います。また、みなさんからの新しいアイデアも
募集しています。

www.cuusoo.com/LEGO/



L EGO ®  CUU SOO初の商品化されたモデル

CUUSOO（空想）は「実現していないけれど、自分の本当にほしいもの」
を意味します。今回、しんかい6500の商品化が実現したのは、何よりも
1,000人を超える方々がすばらしいモデルであると確信し、投票を行っ
た結果です。（LEGO® CUUSOOでは、アイデアに対して1,000の投票が集
まると、商品化が検討されます！）さらに、投票だけでなく多くの方々か
ら、応援メッセージやアドバイスなどのコメントが寄せられました。ここ
に商品化まで応援いただいたみなさんへの感謝の意を込めて、投票い
ただいた方々のニックネームを記載したいと思います。

しんかい6500
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しんかい6500サポーター 
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しんかい6500 サポーター  - continued
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Customer Service
Kundenservice

Service Consommateurs
Servicio Al Consumidor

www.lego.com/service or dial

        : 00800 5346 5555
         : 1-800-422-5346
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